




要  約:これまでに低出生体重児の栄養に関する研究として、栄養輸液や乳汁を中心とし

たものはみられるが、乳汁期以降、特に離乳を中心とした調査研究は殆ど皆無に等しい。

低出生体重児の順調な発育を促すためには、乳汁の与え方は勿論のこと、共に適切な離乳

食の供与も同時に大切である。そこで、低出生体重児を対象に、離乳の進め方に関する指

針を策定するにあたり、初年度は軽症例の未熟児を対象に離乳の進行状況を観察した。


